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審査 の結果 の 要旨
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本研究は ､ 日本語 の 縦書きと横書きの読み の 脳内に お ける処理機構 に つ い て の 仮説を示

す こ とを試みたも の で ある｡ 脳磁場計測 ( M a g n et o e n c e p h al o g r a p h y ; M E G ) を用 い て ､

縦書きと横書き の①ひ らが な 2 文字の 有意味単語 ､ ② シ ン ボ ル , ③ライ ン を用 い ､ 男性 7

名 ､ 女性 6 名 ､ 計 1 3 名 の 右利き健常被験者を用 い て視覚誘発脳磁場を測定 し､ 波形デ ー

タ か ら各条件の ピ -

ク反応に つ い て解析 し､ 等価電源双極子 (E C 工)) を求 めて 3 D 画像上

- 投影 して 脳内で の 活動部位 の推定を行 っ た ｡ そ の結果 ､ 縦書き と横書き文字の読み にお

をナる脳 内処理 に つ い て下記 の ような結論を得たo

且｡ R M S 波形 か ら刺激提示後約 1 4 0 m s か ら 4 0 0 m s まで の 間 に文字条件にお い て 出現する

①1 5 0 m s あたり( M 1 5 0) ､ ②横書き条件で 1 8 0 m s ､ 縦書き条件で 1 9 0 m s あたり( M 1 8 5) ､

②2 5 0 m s あたり ( M 2 5 0) ､ ③3 8 0 m sp あたり ( M 3 8 0) を ピ
ー ク とす る 4 つ の 成分が観

察され ､ それ ぞれ①形態認知 ､ ②書字処理 , ③音韻処理 ､ ④意味処理 に関わる活動を反

映 して い る可能性が示唆された ｡ M 1 5 0 は後頭部視覚野 に特 に強く見られ る反応で刺激

条件に差は な か っ たが ､ M 1 8 5 ､ M 2 5 0 ､ M 3 8 0 は 文字刺激 に特有に見 られる反応で ある

こ とが しさされた｡

2 . 電源推定 の結果､ M 1 8 5 は左右 の 脳底部紡錘状回付近 に ､ M 2 5 0 は左頭頂側頭付近 に

E C D が求め られ たが ､ M 3 8 0 で は信頼できる場所に活動源は 認め られな か っ た｡

3 . M 1 8 5 に つ い て の 詳細な検討結果

① M 1 8 5 で は縦書き条件の ピ
ー

ク の 信号強度が強く ､ 遅く 出現す る傾向が どの 部位 で

も見られた｡ t 検定で確認 した結呆 ､ 強度に関 して はす べ て の 部位で ､ 速さに関し

て は 全頭 R M S で 有意差 (p < . 0 1) ､ 後頭 R M S で は有意傾向が示されたo こ の こ とか

ら ､ 縦書き と横書き の 弁別 は こ の段階で行われ て い る こ とが示唆された｡

② M 1 8 5 は縦書き文字を処理す る時に ､ ピ
ー ク の 反応が強く て遅い こ と か ら ､ 横書き

にく ら べ て何 ら か の 困難さがある こ とが示唆された ｡ これ は ､ 視野 の 狭 い 垂直方向
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で は視野内 の刺激 の含有率も水平方向よりも高くなり､ 文字 の 同定や並び方､ 書式

の認知と い っ た刺激イ メ ー ジと の 心理的なか かわり を要する文字条件で は, 縦書き

処理 の負担が横書き に 比 べ 大きく なる こ とに起 因する こ とが示唆された｡

③ M 18 5 は ､ 両側 の 紡錘状回を活動源と した反応 で あり ､ 文字刺激 の 場合で も 1 ･

2 文

字の 言語的特徴が少ない場合は ､ 選択的に言 語優位半球 で あ る左半球 の み で処理 さ

れ る の で は なく ､ 視覚情報処理 の 一 部と して 両側で 行われ る こ とが示唆され た ｡

以上 ､ 本論文は ､ 縦書き ･ 横書き の 書式の弁別は ､ 縦書き条件で およそ刺激提示後1 8 0 m s ､

横書き条件で 1 9 0 m s と いう ､ 文字処理 の極めて初期の音字処理段階にお い て行われ て い る

可能性と ､ 1 ･

2 文字 の 言語的特徴が少 ない場合 の 文字刺激に つ い て は ､ 左右の 紡錘状回が

関わ っ て い る とい う可能性を示 した点で ､ こ れま で に な い 新 しい 仮説 を提示 したも の で あ

る｡ よ っ て ､ 学位 の 授与 に催するも の と考えられ る .
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